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密かな期待　　　　　　　　　　　　　　　　教頭髪用　浩

書習った暮道の先生la、水墨画の仙人を思わせるような人で、恵比寿棲みたいににっこりとして教えるのか
上手だった。低学年男子が5秒足らずで仕上げる書にも、高学年女子の大人顔負けの霊にも、ます褒めてから
その手に響く例え方で注文を一つ付けた。注文は見せる度に一つ出されて、子ともたちはその数だけ上達し
た。見事な手品のようだった。

私は、車の運転に例えた注文を受けることが多かった。「『心』の2画目はギアチェンジをするように1速～、
2速～、そして3速でグーツと‥・」。記憶に残る締め方うそだったように日の前で、はねも払いもその形を成
した。時折蔓を取っては目の前で暮いてくれて、その残像が鮮やかなうちに運筆した一枚は疑うほどの出来に
なった。プロの教え万には、どこか時間を忘れる心地良さがあった。

ある田、習字帰りの車の運転が何故かいつも滑らかであることに気が付いた。エンジンの回転数を合わせた
シフトダウンが、変速ショックなく減速からつながり、理想的に曲がることができるのだ。あまりElこしない
相乗効果だが、思わぬ恩恵を確信した瞬間だった。

人に教える行為は難しいものだが、「と乗」の先生方は教師プロ集団を自覚し、日々研さんを重ねている。
学習のねらいが達成される度に、「思わぬ恩恵」も児童生徒たちにたくさん訪れることを願いたい。

功QL亀1月鰹的軌　嶋一、鯵　窃 望

◎学部　　　　　　　　0学部
小学部4名の児童は、「学校って　たのしいね」　　　中学部は、生活単元学習や総合的な学習の時間に

と題して、日常生活の指導や生活単元学習、体育
や音楽を中心に日々の授業で学習してきたことを
発表しました。操り
返し取り組んだ朝の
運動やゲームの活動、
跳び箱や「きらきら
ほし」の器楽演奏な
どを堂々と発表しま
した。

0品展示
小学郡、中学部それぞれの展示室で、

図画工作や美術、作業学習での取組の成
果を展示しました。交流校である庄乗小
学校や般若中学校の作品も展示させてい
ただき、個性豊かな作品から様々な魅力
を感じ取ることかできました。

取り組んだSDGsについての学習をテーマにしました。
「SDGsってなんだうう？」「自分たちの『水』の使

い方の工夫で川や海を守ることガできること」など、
持続可能な世界

をつくるために
一歩踏み出した

中学部の「今」

を発表しました。

小学部 中学部

モ竺±竺竺二二・・・・二二二

中学部作業学習
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習
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今
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ま
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回収ボックス

回収品の運搬
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禁業′お範両脇患

小3組　K・S

「300ピーユのパズル」
中5絶　K・M

「彫り進み版画」

冬敢雰包
中5絶　N・R

「春夏秋冬」

たくさんのピースの中から探し出して

パズルを作っていました札小さなピー

スも、組み合わさると素敵な一枚の絵に

なります。これからも経験のピースを組

み合わせて、素敵な中学生になってくだ

さい。　　　　　　　　小3組　担任

学習や行事の中で、みなさ

んの素敵なところがたくさん

見えました。卒業後も前向き

に歩んでいってください。応

援しています。

中3組　担任

希
望
の

尭
中3組　Y・T

為
希
望

l
l
t
d

．の

築
二人には、頑張っている姿や

成長、笑顔をたくさん見せても

らい、うれしい日々でした。卒

業後も、自分らしさを発揮し、

心も体も元気でいてください。

中5組　担任

書岩水上ラインの乗船では、特徴や成り立ちについての説明を見聞き

し、重要文化財の中島間門で「水のエレベーター」を体験しました。富山

ガラス工房では、万華鏡作り体験や吹きガラスの見学をしました。とやま

自遊館やロイヤルホテル富山砺波では、おいしく食事をとり、買い物学習

に取り組みました。

事前に学習した富山県の自

然や産業について理解を深め

たり、学年の友達と楽しい思

い出を作ったりして、実りあ

る一日となりました。
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l11月21日（月ト12月2日（金）1

読暮感想画と本の紹介POPの募集・展示、本の貸
出冊数中間発表、学校図書館司雷による読み聞かせの
会を行いました。読み聞かせの会では、大型絵本の読

み聞かせと、砺波図
書館所蔵の本の紹介
がありました。紹介
された約40冊は、校
内に「砺波図書館コー
ナー」を設けて、2週
間自由に閲覧できる
ようにしました。児
童生徒はじっくり手
に取って選び、様々
なジャンルの本を楽
しむことかできました。

l10月22日（土）1

SE旧∪スポーツクラブの室永先生をあ迎えして
「親子で体を動かす活動」を行いました。保護者
アンケートからla、「無理な＜参加できてよかっ
た」「みんな

で一緒に身体

を動かすこと

ができて楽し

かった」など

の声が寄せら

れました。

アップライトピアノ（川島　道民より）

本校では、小学部5、6年生の児童と中学部の生徒が、児童生徒会執行部もし
くは生活委員会に所属し、月に一回、活動をしています。

執行部は、さわやか運動や全校ボランティア活動など学校全体で取り組む活動の運営を担当しています。生
活委員会は、園書の整備や読書活動の推進などを行う図書係と、保健衛生や絵島に関する呼び掛けや清掃など
を行う保健・給食係に分かれて活動しています。

一人一人が役割を果たしなから、明るい学校づくりに励んでいます。

【執行部】さわやか運動では、率先　　　【生活委昌会（保健・給食係）】各教
して挨拶を呼び掛けています。 室の手洗い石けんを補充しています。

～生活指導部より～

【生活委員会（固暮係〉】読書週間に
向けて掲示物を作成しています。

いじめ調査及びいじめ防止等対策委員会を開催した結果、今年度の本校でのいじめの認知件数は0件でした。

今後も、児童生徒の様子への細やかな目配りを心掛けて指導に当たりたいと思います。

「アクションプラン」として重点課題を設定し、目標達成に向けて取り組みました。

重点 課 題 取組 状 況 評 価

【健 康 と性 に 閏 す る指 導 】 ・小 学 部 で は 清潔 や 成 長等 に 関 す る指 導 を 3 回 、 中 学都 では 男 女 の 体 の 違 い や 他 者 と の 関 わ り万 の

A
児義 生 徒 の 年 齢 に応 じた 健 マ ナ ーに つ い ての 指 導 を 5 回 以 上 行 った 。

康 と性 に間 す る指 導 の 充 実 ・性 に 闇 す る 指導 と し て外 部 講 師 を招 き 、 教 員 向 け の講 話 と生 徒 へ の 直 接 指 導 の 時 間 を 設 け た 。 複

数 の学 囲職 員が 参 加 あ るい は 参 観 し、 指 導 方 法 を 共有 し た。

【進 路 支 援 】 ・外 部椚 師 を 抱い た進 路 に間 す る研 修 会 を 年 間 2 回 実施 し た。

Ai正路 支 援 の 充 実 ・道 路指 導 計 画 と運 動 し た キ ャ リ ア ・パ ス ポ ー トを 作成 、 集 積 した 。 児 童 生 徒 全 員 ガ そ れ ぞ れ の 段

l旨等 に応 じた もの を年 間 5 枚 程 度 作 成 した 。

（評価婁準　A：達成した　B：ああむね達成した　C：現状維持　D：現状より悪くなった）
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